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平
成
三
年
十
二
月
か
ら
建
設
が
進
め
ら
れ

て
い
た
「
ご
み
焼
却
場
」
が
九
月
三
十
日
に

竣
工
し
、
十
月
一
日
か
ら
本
稼
動
し
ま
し
た
。

総
事
業
費
三
十
七
億
三
千
万
円
を
投
じ
た
新

焼
却
場
は
、
集
中
管
理
方
式
に
よ
り
半
自
動

化
さ
れ
、
］
日
当
た
り
九
十
ト
ン
を
処
理
で
き

る
公
害
防
止
の
近
代
清
掃
工
場
で
す
。
そ
し

て
、
処
理
能
力
の
ア
ッ
プ
と
と
も
に
、
こ
れ

ま
で
で
き
な
か
っ
た
家
具
や
畳
、
建
具
な
ど

の
大
型
粗
大
ご
み
も
処
理
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
八
月
か
ら
の
試
運
転
も
業
務
体

制
の
整
備
や
各
種
デ
ー
タ
、
機
械
調
整
を
終

了
し
、
本
格
的
に
業
務
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

五
十
九
暦
の
煙
突
か
ら
は
煙
が
見
え
ず
、
焼

却
場
の
イ
メ
ー
ジ
を
一
変
さ
せ
て
い
ま
す
。

こ
の
新
焼
却
場
を
長
く
利
用
で
き
る
よ
う
に
、

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
み
の
持
ち
込
み
や
ご

み
の
出
し
方
に
注
意
を
払
っ
て
も
ら
い
、
ご

み
の
減
量
化
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
・

騰繋

鰹却
皿

焼
こ』鴬みヒ。ット

灰猿出場喫抜，

イ会議室
～∞∞∞二

　

フ⊇ラット

ホーム

遷
餅
蜜

　
け

繍
頓、

階懸
、
o

一飾一一　『皿
　
　
屋
　
　
　
　
…
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一

r
I
l
o
1
6
1
1
1
1
－
1
8
1
1
1
1
1
1
ー
」

上
ご功こ9ット

ロ欠板
焼却炉室

痩
㌔所分新室莫醒 　　　　i

　屋上」
　　　　2
＿＿一一一＿＿一一＿」

イ集会室急室糎紺

◆地下1階…こみピット・排水貯留室等
◆1階…こみピット吹抜、電機室、機械室、灰搬出場等
◆4・5階…こみピット吹抜、焼却室等

最
癒
鋭
の
清
掃
■
壕
灘
．
磯
．
穣
襲

’

　　　　　　　嚢　　　　　　懸　　　　壌　　灘霧織
名・称二エコクリーン・センター

工　期二平成3年12月～5年9月

事業費二約37億3千万円
　　　　〈こみ焼却処理施設〉

1．処理能力：90t／日（45t／16h×2炉）

2．炉型式二准連続燃焼式

3．給じん方式：ピットアンドクレーン方

　　　　　　　式ごみクレーン…2基
4．灰出方法ニピットアンドクレーン方式

5．通風方式二平衡通風方式

6．煙　突：1基2筒59m
7．ガス処理方式：ろか式集じん方式　バ

　　　　　　　グフィルター2基

8．余熱利用二施設内給湯及び暖房　構内

　　　　　　道路、ロードヒーティング

9．汚水処理方式：凝集沈澱、ろ過処理後

　　　　　　再利用
　　　　〈粗大こみ処理施設〉

1．処理能力二6t／5h可燃性粗大ごみ

2．破砕型式：油圧せん断式

3．受入方式：投入ホッパ方式

”
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謹
蟷
響
．
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〉
ご
み
ピ
ッ
ト
と
ご
み
ク
レ
ー
ン

　
　
購

辮
　
灘

’
w
薫

　
　
　
　
欝

鞭難

遡

　鍵　．．、、臼、離窪’．、　　r．譲謙聴灘転『

▲コンピュータで集中管理、中央制御室兼クレーン操作室

置装
拙
　
類
耀

▼

　　i翻多艸”　叢

▲焼却炉

ごみの持ち込みの順路

羅

①
車
（
ご
み
）
の
計
量
を
し
ま

す
。
計
量
機
（
鉄
板
）
の
上
で
停

止
し
て
く
だ
さ
い
。
次
の
車
は
信

号
が
⑱
の
場
合
は
待
機
で
す
。

②
「
燃
え
る
粗
大
ご
み
」
を

持
っ
て
来
た
人
は
、
破
砕
機

の
隣
の
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
に

き
ち
ん
と
積
み
ま
し
ょ
う
。

■十日町市川西町衛生施設組合（智52－3924）

③
「
燃
え
る
一
般
ご
み
」
を

持
っ
て
来
た
人
は
、
ダ
ン
ピ

ン
グ
ボ
ッ
ク
ス
に
「
袋
」
の

ま
ま
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

循号樵

計
量
室

D瀞スト

非
心
常
・
0

シ
軸
ッ
タ
ー

池圧櫓室

可麟粗大ご詔
←一覗囎梱瞬櫓

可

＝響マ　　収褒車専用ロ
．〈

マ　．僻集車薯囲ロ

、
）
み
ご
ッ
ト

シやツ9一

出口

■
持
ち
込
み
時
間

午
前
8
時
4
5
分
～
午
後
4
時
4
5
分

■
可
燃
性
粗
大
ご
み

木
材
、
畳
、
ふ
と
ん
、
大
型
ダ
ン
ボ

ー
ル
、
F
家
具
類
（
分
解
し
て
）
等

▼
大
き
さ
は
ぎ
幅
90
独
．
×
長
さ
削
独
．
ま

で
。
角
材
は
直
径
9
袖
．
以
内
。
（
金
具

や
ガ
ラ
ス
類
は
全
部
取
り
外
し
て
か

ら
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
）

　
▼
粗
大
ご
み
は
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
に

積
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
一
般
ご
み
は
袋
の
ま
ま
ダ
ン
ピ
ン
グ

ボ
ッ
ク
ス
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
（
ピ

　
ッ
ト
に
は
直
接
捨
て
ら
れ
ま
せ
ん
）

■
信
号
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

車
の
計
量
を
し
、
ご
み
の
量
を
計
り

ま
す
。
多
少
の
時
問
は
か
か
り
ま
す

　
が
、
信
号
に
従
っ
て
㊨
に
な
る
ま
で

待
っ
て
い
て
く
だ
さ
い
。

■
事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

搬
入
車
は
、
同
一
車
に
し
て
く
だ
さ

　
い
。
車
種
が
毎
回
変
わ
る
と
計
量
に

時
間
が
か
か
り
ま
す
。
（
登
録
制
を
予

定
し
て
い
ま
す
）

■
そ
の
他

　
▼
家
庭
ご
み
は
で
き
る
だ
け
ス
テ
ー

　
シ
ョ
ン
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
▼
ご
み
の
分
別
を
守
り
不
燃
物
を
持

ち
込
ま
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
▼
事
業
系
の
ご
み
は
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
に
は
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

平成5年10月10日3とおガ夢3
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ど
ご
み
問
題
の
全
般
に
つ
い
て
、
市

民
各
層
か
ら
幅
広
く
意
見
を
い
た
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ

く
た
め
の
「
ご
み
減
量
懇
談
会
（
W

　
ッ
　
ク

　
A
C
懇
）
」
を
組
織
し
、
検
討
を
開
始

　
し
ま
し
た
。

　
　
指
定
袋
な
ど
ご
み
の
有
料
化
は
、

全
国
的
に
広
が
り
を
見
せ
、
マ
ス
コ

　
ミ
等
で
も
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て

　
お
り
、
ご
み
に
対
す
る
意
識
改
革
の

　
で
は
こ
れ
を
機
会
に
、
積
極
的
に
ご

　
り
、
、
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
　
…

｝
　
市
で
は
新
焼
却
場
の
完
成
を
機
に
、

｝　　

．
来
年
の
春
か
ら
「
ご
み
指
定
袋
」
の

一　　

、
実
施
を
柱
と
し
た
ご
み
の
減
量
化
を

騨コ　

．
検
討
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
指
定

一一　

、
袋
の
具
体
的
手
法
や
リ
サ
イ
ク
ル
な

｝「，曹－一一一一一｝一一一一一一一一一一一一一一甲一一一「一一一一「1「「　　

．
一
つ
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と
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
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減
量
化
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
．
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も
に
お
配
り
し
た
ア
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に
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◆
ご
み
指
定
袋
の
導
入

●

　
　
ワ
　
　
ツ
　
　
ク

（
W
A
O
懇
）

持
ち
込
み
ご
み
有
料
化

●

侮
侮
4

己
灘
灘

昌
一
覆

資
源
ご
み
の
回
収
轍
、

問
わ
ず
全
て
有
料
化
に
す
る
方
向
で

検
討
し
て
い
ま
す
。
持
ち
込
み
ご
み

に
つ
い
て
は
、
県
内
の
ほ
と
ん
ど
の

市
が
処
理
料
金
を
徴
収
し
て
い
ま
す
。
．

有
料
化
に
つ
い
て
、
十
日
町
市
川
西

町
衛
生
施
設
組
合
議
会
に
提
案
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

③
資
源
ご
み
の
回
収
（
モ
デ
ル
地
区

を
指
定
）

　
モ
デ
ル
地
区
を
指
定
し
、
古
新
聞
・

古
雑
誌
な
ど
の
資
源
ご
み
の
回
収
を

行
い
ま
す
。
中
・
長
期
に
は
市
全
域

で
実
施
で
き
る
よ
う
、
回
収
業
者
の

受
け
入
れ
体
制
の
整
備
（
人
員
・
収

集
車
等
）
と
回
収
し
た
資
源
ご
み
の

保
管
場
所
の
確
保
を
図
っ
て
ゆ
く
考

え
で
す
。

〈
学
校
廃
品
回
収
等
へ
の
支
援
〉

　
学
校
単
位
の
廃
品
回
収
を
支
援
す

る
充
め
、
古
雑
誌
な
ど
逆
有
償
化
現

象
（
金
を
払
っ
て
品
物
を
引
き
取
っ

て
も
ら
う
こ
と
）
に
つ
い
て
は
、
回

収
団
体
に
財
政
的
な
負
担
が
か
か
ら

ご
み
指
鐡
袋
憲
牲
に

　
　
　
　
　
ご
激
の
減
量
化

　
こ
れ
ま
で
各
町
内
の
衛
生
組
合
長

や
ご
み
収
集
業
者
な
ど
か
ら
、
ご
み

の
分
別
が
悪
い
、
マ
イ
カ
ー
通
勤
者

に
よ
る
他
地
区
へ
の
ご
み
出
し
が
多

い
な
ど
の
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
き
ま

し
た
。
そ
こ
で
市
で
は
、
こ
の
よ
う

な
一
部
の
無
責
任
な
ご
み
の
出
し
方

を
し
て
い
る
人
の
意
識
転
換
を
は
か

る
と
と
も
に
、
多
額
の
経
費
を
投
じ

た
新
焼
却
施
設
と
川
西
町
霧
谷
埋
立

地
を
、
で
き
る
だ
け
長
い
期
間
使
用

す
る
た
め
に
、
ご
み
の
減
量
化
・
再

資
源
化
を
よ
り
積
極
的
に
進
め
た
い

と
考
え
、
次
の
三
つ
の
柱
を
「
ご
み

減
量
3
作
戦
」
と
し
て
取
り
組
む
こ

と
に
し
ま
し
た
。

　
①
ご
み
指
定
袋
の
導
入

　
②
焼
却
場
へ
の
持
ち
込
み
ご
み
の

　
　
有
料
化

　
③
資
源
ご
み
回
収
の
推
進

①
ご
み
指
定
袋
の
導
入
（
燃
え
る
ご

み
）

　
指
定
袋
に
つ
い
て
は
当
面
、
「
燃
え

る
ご
み
」
の
み
対
象
と
し
ま
す
。
袋

の
大
き
さ
は
、
新
焼
却
場
の
完
成
記

念
と
し
て
お
配
り
し
た
大
き
さ
を
考

え
て
い
ま
す
。
材
質
は
炭
酸
カ
ル
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ウ
ム
入
り
の
半
透
明
色
で
、
低
公
害

の
材
質
に
な
っ
て
い
ま
す
。
料
金
な

ど
具
体
的
手
法
に
つ
い
て
は
、
「
ご
み

減
量
懇
談
会
」
や
「
地
区
説
明
会
」
『

を
開
き
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を

聞
き
な
が
ら
決
定
し
ま
す
。
袋
の
見

本
に
は
氏
名
を
記
入
す
る
欄
が
あ
り

ま
す
が
、
記
名
に
つ
い
て
は
今
後
の

検
討
課
題
で
す
。
お
配
り
し
た
袋
を

使
用
し
て
い
た
だ
き
、
ご
意
見
等
を
、

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

②
持
ち
込
み
ご
み
．
の
有
料
化
（
新
焼

却
揚
へ
の
持
ち
込
み
）

　
来
春
よ
り
、
焼
却
場
へ
の
ご
み
を

持
ち
込
む
場
合
は
企
業
、
一
般
家
庭

ご
み
の
有
料
化

　
　
　
全
国
先
進
地
例

噛
北
海
道
伊
達
市
（
鋭
碧
人
）

　
平
成
元
年
か
ら
実
施
。
方
法
と
し

て
は
、
燃
え
る
ご
み
指
定
袋
に
つ
い

て
は
心
枚
六
〇
円
、
燃
え
な
い
ご
み

指
定
袋
は
一
枚
三
〇
円
で
販
売
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
シ
ー
ル
制
も
併
用
さ
れ
て

お
り
、
市
販
の
ポ
リ
袋
や
紙
袋
に
シ

ー
ル
を
貼
れ
ば
収
集
す
る
シ
ス
テ
ム

に
な
っ
て
い
ま
す
。
シ
ー
ル
は
一
枚

六
〇
円
で
す
。
ご
み
指
定
袋
は
市
が

発
注
し
て
、
農
協
や
日
用
品
店
等
と

委
託
契
約
を
交
わ
し
て
販
売
し
て
い

ま
す
。

噛
滋
賀
県
守
山
市
（
細
六
加
人
）

　
昭
和
五
七
年
か
ら
実
施
。
方
法
と

し
て
ば
、
燃
え
る
ご
み
の
指
定
袋
に



な
い
よ
う
助
成
制
度
を
検
討
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
「
家
庭
用
生
ご
み
処
理

容
器
の
斡
旋
」
や
「
空
き
缶
等
集
団

回
収
奨
励
事
業
」
な
ど
既
に
実
施
し

て
い
る
事
業
を
拡
大
し
な
が
ら
、
ご

み
の
減
量
化
を
促
進
し
ま
す
。

ご
み
滅
螢
懇
叢
讐
と

　
　
地
区
議
醗
懇
懇
開
催

　
こ
れ
ら
三
項
目
を
来
年
の
春
実
施

を
目
指
す
に
あ
た
り
、
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
市
の
考
え
方
を
理
解
し
て
い

た
だ
き
、
よ
り
多
く
の
意
見
を
聞
く

た
め
の
懇
談
会
と
地
区
説
明
会
を
開

き
ま
す
。

　
W
A
C
懇
談
会
で
は
、
ご
み
減
量

化
の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
、

意
見
を
述
べ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、

特
に
ご
み
指
定
袋
の
大
き
さ
、
販
売

（敬称略、順不同）ごみ減量懇談会委員

金
額
、
販
売
方
法
な
ど
具
体
的
な
方

法
や
減
量
化
の
具
体
策
、
持
ち
込
み

ご
み
の
有
料
化
等
に
つ
い
て
話
し
合

っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
会
議
は
当
面

十
月
四
日
を
皮
切
り
に
、
十
二
月
ま

で
に
三
～
四
回
開
催
す
る
予
定
で
す

が
、
来
年
以
降
も
意
見
を
聞
か
せ
て

い
た
だ
く
会
と
し
て
継
続
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
地
区
説
明
会
で
は
、
懇
談
会
で
ご

み
指
定
袋
の
具
体
策
が
ま
と
ま
り
次

第
、
来
年
の
一
月
～
二
月
に
か
け
て

地
区
振
興
会
単
位
ご
と
に
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。

全
国
一
．
灘
鐵
顯
涕
町
村

　
　
　
で
凝
糠
灘
馨
実
施

　
厚
生
省
で
は
、
ご
み
の
減
量
化
を

進
め
る
た
め
、
ご
み
の
排
出
量
に
応

じ
て
料
金
を
徴
収
す
る
こ
と
は
、
意

識
改
革
を
図
る
上
で
有
効
な
方
策
で

あ
る
と
の
考
え
を
示
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
全
国
市
長
会
に
お
い
て
も
今

年
六
月
に
、
ご
み
の
有
料
化
を
推
進

す
る
提
言
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
四
年
の
厚
生
省
調
査
に
よ
る

と
、
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
一
般
ご

み
に
つ
い
て
有
料
化
を
実
施
し
て
い

る
市
町
村
は
全
体
の
三
五
％
に
当
た

る
一
、
一
三
四
市
町
村
。
こ
の
う
ち
、

従
量
制
（
ご
み
の
量
に
応
じ
て
料
金

が
増
え
る
仕
組
み
、
指
定
袋
や
シ
ー

ル
）
を
採
用
し
て
い
る
の
が
六
三
六

市
町
村
と
半
数
以
上
を
占
め
、
次
い

で
定
額
制
（
量
に
関
係
な
く
世
帯
や

一
人
当
た
り
に
定
額
を
徴
収
）
が
二

八
○
市
町
村
、
多
量
の
場
合
の
み
有

料
と
し
て
い
る
の
が
一
九
三
市
町
村

十日町市議会議員

　　　　〃

　　　　〃

六日町保健所

十日町商工会議所事務局長

十日町青年会議所副理事長
住みよい郷土建設協会十日町分会推進委員

ライオン堂十日町店長

アイリーホームセンター十日町店長

原信㈱十日町店長

あ・んの会（リサイクル団体）

パワフル・ママ（リサイクル団体）

主　　婦

主　　婦

主　　婦

主　　婦

川西町公衆衛生推進協議会会長

川西町公害対策審議会委員
「なかまの家」勤務（リサイクル団体）

雄
子
雄
郎
政
春
眞
行
　
彦
春
子
久
ノ
子
子
郎
夫
博

小
河
高
井
村
庭
村
村
高
嶋
滝
太
吉
尾
赤
山
藤
南
高

と
な
っ
て
い
ま
す
。

津
南
・
鰯
欝
釘
も
ご
み

　
　
指
走
袋
鞍
雛
に
導
入

　
新
潟
県
で
は
、
今
年
三
月
に
「
新

潟
県
ご
み
減
量
化
指
針
」
を
策
定
し
、

住
民
・
事
業
者
・
行
政
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
を
具
体
的
に
示
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
県
内
の
ご
み
減
量
目
標
や
再

資
源
化
率
の
目
標
値
を
掲
げ
て
減
量

化
対
策
を
進
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
県
の
調
査
で
は
、
平
成
四
年
度
に

家
庭
ご
み
の
有
料
化
を
実
施
し
て
い

る
の
は
八
町
村
、
事
業
系
ご
み
は
三

十
七
市
町
村
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
近
隣
町
村
に
お
い
て
は
、
川
西
町

で
平
成
二
年
に
川
西
町
公
衆
衛
生
推

進
協
議
会
が
自
主
的
に
取
り
組
み
、

燃
え
る
ご
み
指
定
袋
（
乳
白
色
）
の

み
導
入
。
販
売
金
額
は
五
〇
枚
入
り

五
五
〇
円
。
以
後
年
二
回
の
斡
旋
と

販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
津
南
町
・
中
里
村
で
は
平

成
二
年
七
月
か
ら
実
施
。
燃
え
る
ご

み
（
乳
白
色
）
燃
え
な
い
ご
み
（
透

明
）
指
定
袋
の
二
種
類
を
使
用
し
て

い
ま
す
。
販
売
金
額
は
五
〇
枚
単
位

で
、
燃
え
る
ご
み
㊧
が
九
六
五
円
、

㊥
が
五
四
〇
円
、
④
が
二
九
〇
円
、

燃
え
な
い
ご
み
は
七
一
〇
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。
記
名
式
で
そ
れ
以
外
の

袋
と
無
記
名
の
袋
は
収
集
し
な
い
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

つ
い
て
一
定
量
を
超
え
る
と
負
担
金

額
が
増
加
す
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い

ま
す
。
具
体
的
に
は
年
間
工
○
枚

ま
で
は
大
き
い
袋
が
囲
枚
二
〇
円
、

小
さ
騨
袋
が
一
枚
一
七
円
で
販
売
し
、

一
一
一
枚
目
が
ら
は
一
枚
一
五
〇
円

と
な
璽
ま
す
。

　
燃
え
な
い
ご
み
に
つ
い
て
は
、
所

定
の
札
に
名
前
を
書
き
、
こ
れ
を
付

け
《
出
す
方
法
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
糀
は
年
闘
五
六
枚
ま
で
は
無
料

で
、
ψ
五
七
枚
目
か
ら
は
一
枚
一
五
〇

円
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

噛
島
根
県
出
雲
市
（
禁
駅
人
）

　
平
成
四
年
か
ら
実
施
。
方
法
と
し

て
は
、
燃
え
る
ご
み
に
つ
い
て
は
指

定
の
袋
に
名
繭
を
書
い
て
出
す
こ
と

髪
義
務
づ
け
て
糖
ま
す
。
袋
に
つ
い

て
は
年
闘
一
〇
〇
枚
ま
で
は
無
料
で

配
布
し
、
こ
の
枚
数
を
超
え
る
と
一

枚
四
〇
円
で
購
入
し
て
も
ら
う
方
式

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
当
初
配
布
さ
れ
た
枚
数
を
使
用
し

な
か
っ
た
場
合
に
は
、
市
が
販
売
価

格
と
同
じ
料
金
で
買
い
取
る
シ
ス
テ

ム
で
す
。

※
三
叢
と
も
宥
料
化
実
施
前
と
比
較

　
じ
て
ご
み
の
量
は
三
～
五
割
減
量
。

※
指
定
袋
を
実
施
し
て
い
る
需
町
村

　
の
袋
の
販
売
金
額
は
一
枚
平
均
二

　
一
閣
程
度
廼
す
。
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臣
臣

臼
裂
雪

…Ei

詳
ノ

利
雪
親
雪
総
合
セ
ン
タ
ー
が
完
成

下
条
温
泉
と
接
続
・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
や
つ
て
温
泉
に

　
冬
期
間
も
土
の
上
で
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
な
ど
が
楽
し
め
る
土
間
運

動
場
と
百
畳
の
交
流
室
を
備
え
た
「
十
日
町
市
利
雪
親
雪
総
合
セ

ン
タ
ー
」
が
下
条
桑
原
地
内
に
完
成
し
、
十
月
五
日
㈹
竣
工
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
元
年
七
月
に
湧
出
し
た
温
泉
を
利

用
し
た
「
下
条
温
泉
み
よ
し
の
湯
」
も
完
成
し
、
十
月
九
日
出
同

時
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
両
施
設
は
渡
り
廊
下
で
接
続
さ
れ
、
保

養
・
健
康
づ
く
り
と
交
流
の
総
合
拠
点
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い

ま
す
。
両
施
設
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

1同時オープンした十

1』雪親雪総合センタ

と下条温泉みよしの

日
禾
）
）
ボ
場

月
田
　
　
　
一
運

円
日
一
湯
ゲ
問

▲
　
　
　
　
〈 一ルー面がとれる土

　
竣
工
式
は
、
利
雪
親
雪
総
合
セ
ン
タ

ー
の
交
流
室
で
午
前
十
一
時
か
ら
行
わ

れ
、
近
藤
助
役
、
須
藤
県
議
会
議
員
、

庭
野
市
議
会
議
長
、
施
工
者
、
地
元
関

係
者
な
ど
八
十
六
人
が
出
席
し
て
完
成

を
祝
い
ま
し
た
。

　
同
セ
ン
タ
ー
は
、
冬
期
間
の
健
康
づ

く
り
と
定
住
環
境
づ
く
り
の
促
進
を
目

的
に
、
県
の
利
雪
親
雪
地
域
づ
く
り
整

備
事
業
の
補
助
を
受
け
、
平
成
五
年
三

月
九
日
か
ら
下
条
桑
原
地
内
で
建
設
が

進
め
ら
れ
、

た
。

　
施
設
は
、

二
階
建
て
、

九
月
三
十
日
完
成
し
ま
し

自
然
落
雪
型
の
鉄
骨
造
り

延
べ
床
面
積
九
百
十
六
平

一
9
肺
佑
佐
卜
動
方
材
で
総
事
業
費
は
二
億
九
百
万
円
。

一
階
は
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
一
面
が

　
　
　
　
　
　
　
嵩R117
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●山ロ医院

〇三好園

R252

＝＿＝＝一＝『二＿＝

と
れ
る
土
間
運
動
場
と
玄
関
、
管
理
室
、

ト
イ
レ
、
乾
燥
室
、
二
階
に
は
百
畳
の

交
流
室
と
会
議
室
が
三
室
、
ロ
ビ
i
、

湯
沸
室
、
ト
イ
レ
等
が
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
そ
し
て
、
二
階
の
ロ
ビ
ー
か
ら
渡
り

廊
下
で
下
条
温
泉
と
つ
な
が
り
、
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
な
ど
で
汗
を
流
し
た
あ
と
、

温
泉
に
入
っ
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る

総
合
的
な
保
養
・
交
流
の
拠
点
施
設
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
下
条
地
区
で
は
、

日
野
市
と
の
交
流
や
雪
ま
つ
り
「
田
舎

の
広
場
」
を
長
く
開
き
、
積
極
的
に
地

域
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
い
る
中
、
こ
の

施
設
が
拠
点
施
設
と
し
て
の
役
割
も
担

い
ま
す
。

　
施
設
の
管
理
は
、
下
条
地
区
振
興
会

が
行
い
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
の
使
用
料

は
一
人
二
百
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

〈1階〉〈2階〉

土間運動場
（ゲートボール1面）

　
便
所

、

交流室
（100畳）

管
理
室

ホール

1玄関

乾
燥
室

便
所

会議室

会議室

物置

会議室

室沸湯

　ロビー

しの湯へ面檎←みよ

一下条温泉「みよしの湯」オープン

　平成元年7月に桑原地内で湧出した温泉を活用した「下

条温泉みよしの湯」が完成し、10月9日CDオープンしました。

市の補助を受けて完成した施設は、木造2階建てで延床面

積265．8m・（80坪）．1階には男女の浴室（超音波付）、サウナ

室（将来設置）、便所、2階は厨房と20人収容の食堂があり

ます。温泉質は泉温33℃、中性低張性温泉（PH値7．4）。食

堂では、下条温泉ならではの「栗おこわ」をメーンに、麺類、

喫茶、定食、飲み物などのメニューを取りそろえています。

　　　　　　　　　　　　　　　　◆入場料300円
　　　　　　　　　　　　　　　　・15人以上はマイ

　　　　　　　　　　　　　　　　クロバスで送迎
　　　　　　　　　　　　　　　　いたします
　　　　　　　　　　　　　　　　◆営業時間

　　　　　　　　　　　　　　　　午前10時～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　午後10時
　　　　　　　　　　　　　　　　定休日・火曜日
　　　　　　　　　　　　　　　　◆申し込み

　　　　　　　　　　　　　　　　総合センター・
　　　　　　　　　　　　　　　　みよしの湯共に
　　明るくモダンなつく，りの浴室　　　　　岱56－2344
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　　　　　　　　　　灘　　　　　　　　　鶏　　　　　　　　鐵　　　　　　　鑓　　　　　　雛　　　　繕　　　　獲　　嚢　灘綴難獺懸雛綴繕雛籔繋麟雛講
◆受付期間　10月12日（火）～11月11日（木〉◆第1次試験　11月28日（日）

◆申し込み　総務課人事秘書係（〒948十日町市千歳町3－3　費57－3111内線215）

職　　　種 予定人員 受　　　験　　　資　　　格 職　務　内　容

自動車運動手

兼作業貝
（技能労務）

2　名
昭和28年4月2日から昭和43年4月1日の間に生まれた

人で大型および大型特殊自動車運転免許を有する人

庁用車の運転業務または各

種作業に従事

汽かん員兼

用　務　員
（技能労務）

4　名

昭和28年4月2日から昭和43年4月1日の間に生まれた

人で、普通自動車運転免許、ボイラー技士免許および危

険物取扱者免状（乙種4類）を有する人

学校、学校給食共同調理場、

保育所等において汽かん員、

用務員の業務に従事

給食調理員
（技能労務）

1　名
昭和28年4月2日から昭和43年4月1日の間に生まれた

人で、調理師免許を有する人

学校、学校給食共同調理場、

保育所等において調理の業

務に従事

〈
試
　
験
　
方
　
法
〉

■
第
－
次
試
験
　
1
1
月
2
8
日
㈲

　
　
　
　
　
　
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
自
動
車
運
転
手
兼
作
業
員
、
汽
か
ん
員
兼

用
務
員
、
給
食
調
理
員
…
適
性
検
査
・
作
文

■
第
2
次
試
験
　
1
2
月
中
旬

体
力
テ
ス
ト
…
総
合
体
育
館

面
　
　
接
…
市
役
所

〈
採
用
お
よ
び
給
与
〉

■
採
用
平
成
6
年
4
月
1
日

■
給
　
与
　
十
日
町
市
職
員
給
与
条
例
の
規

定
に
よ
り
支
給
し
ま
す
。

　
給
与
は
、
基
本
給
の
ほ
か
期
末
手
当
、

勤
勉
手
当
、
寒
冷
地
手
当
お
よ
び
状
況
に

よ
り
扶
養
手
当
、
通
勤
手
当
、
住
居
手
当

等
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
・

〈
受
　
付
　
期
　
問
〉

　
1
0
月
1
2
日
㈹
か
ら
1
1
月
1
1
日
㈲
ま
で
。
た

だ
し
、
郵
送
で
申
し
込
む
場
合
は
11
月
n
日

の
消
印
ま
で
有
効
と
し
ま
す
。
受
付
時
間
は
、

土
・
日
曜
、
祭
日
を
除
く
午
前
8
時
3
0
分
～
午

後
5
時
1
5
分
ま
で
。

〈
申
し
込
み
手
続
き
〉

　
総
務
課
人
事
秘
書
係
へ
次
の
書
類
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

①
職
員
採
用
試
験
申
込
書
（
同
係
に
あ
り
ま

す
）
②
最
終
卒
業
学
校
の
成
績
証
明
書
③
自

動
車
運
転
手
兼
作
業
員
は
運
転
免
許
証
の
写

し
④
汽
か
ん
員
兼
用
務
員
は
運
転
免
許
証
、

ボ
イ
ラ
ー
技
士
免
許
お
よ
び
危
険
物
取
扱
者

免
状
の
写
し
⑤
給
食
調
理
員
は
調
理
師
免
許

の
写
し

新潟県の下請取引き相談委員　　　ヱ，一ヱ鮭1∫＿ま牟聖豆傘＿

こ
ん
な
時
は
…
…

下
請
取
引
き
相
談
委
員
に

　
国
（
通
商
産
業
省
）
で
は
、
今
年
7
月

か
ら
下
請
事
業
者
か
ら
の
取
引
き
に
関
す

る
苦
情
・
相
談
等
を
幅
広
く
受
け
付
け
、

取
引
き
の
い
っ
そ
う
の
適
正
化
を
進
め
る

た
め
「
下
請
取
引
相
談
事
業
」
を
創
設
し

ま
し
た
。

　
相
談
さ
れ
た
内
容
に
つ
い
て
は
、
外
部

に
公
表
さ
れ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
秘
密

は
守
ら
れ
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
親
企
業
に
苦
情
を
言
い
た
い
け
ど
、
直

　
接
は
な
か
な
か
言
え
な
い
。

▼
下
請
代
金
法
の
違
反
を
申
告
し
た
い
け

　
ど
、
自
分
が
言
っ
た
こ
と
を
親
企
業
に

知
ら
れ
た
く
な
い
。

▼
下
請
振
興
基
準
に
反
し
て
い
る
企
業
が

　
い
る
け
ど
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
。

▼
親
企
業
と
の
取
引
き
の
こ
と
で
困
っ
て

　
い
る
け
ど
、
役
所
に
相
談
す
る
の
は
ち

　
よ
つ
と
・
：
：
●
。

▼
そ
の
他
、
下
請
取
引
き
問
題
で
悩
み
が

あ
れ
ば
、
何
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
商
工
観
光
課
商
工
労
政

係
（
鱈
内
線
蹴
）
へ
。

氏　　名 住　所 金　業　名（電話番号）

あり　もと　えい　いち

有本榮一 加茂市
㈱有本電器製作所（暦ll艶1361）

たか　い　こう　いち

高井浩一 見附市 見附工業㈱（曙釜3。。。）

しもむらえいぞう

下村栄蔵 三条市 下村工業㈱（盈ll563311）

はやし　　　よし　ひこ

林　吉彦 糸魚川市 サンライズエ業㈱（嘩顕76。。）

いわ　た　　　　つとむ

岩田　　勉 豊栄市 ㈲岩田工業所（鵯臥7272）

たき　た　りゅう　じ

滝田柳次 上越市 ㈱　滝　田（懇肇2881）

しながわひで　お

品川英夫 長岡市 ㈱品川鋳造（費卿775。）

しんがいがずよし

新貝和良 柿崎町 新貝工業㈱（螺顕22。1）

き　むらたつ　ろう

木村龍郎 柏崎市
㈱キムラ・テクニクス（盈ll572488）

や　おいたまさのり

矢尾板政則 長岡市 旭精機㈱（盈ll堅1141）

あおやぎよしろう

青柳芳郎 燕　　市 ㈱青芳製作所（鰯艶3442）

ふじ　た　　　しげる

藤田　茂 亀田町 ㈱協和製作所（礫臥3141）

いがらしえいすけ

五十嵐英輔 豊栄市 ㈱ハ　トリ（鵯臥8411）
おおはら　えい　さく

大原栄作 新潟市 ㈱コマザワ精機（電ll53148）

平成5年10月10日7とおガ夢二
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↓
藤
田
弓
子
さ
ん
の
講
演
会

↑クロス10大ホールは、終日にぎわいをみせていました
漁
羅
　

↑テニスボールをブレゼントする藤田さん

↑成人病の予防は栄養と運動のバランスが大切です
　熱心に栄養相談を受けていました

←

「
ヘ
ル
シ
ー
健
康
ミ
ニ
ウ
ォ
ー
ク
」
子
供
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
一
〇
〇
人
が
秋
の
街
並
み
を

楽
し
み
ま
し
た

鐸
難
灘
霧

↓
ユ
メ
ア
リ
く
ん
が
国
民
年
金
の
P
R
に
一
役

ガ

！
　
九
月
二
十
四
日
㈹
・
二
十
五
日
出
・
二
十
六
日
㈲
の
三
日
間
、
！

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

ノ
9
3
健
康
づ
く
り
フ
ェ
ア
、
市
民
福
祉
ま
つ
り
が
「
健
康
と
豊
か
ノ

　
ゆ
　
ヲ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぜ

　
！
な
福
祉
は
み
ん
な
の
力
で
」
を
テ
ー
マ
に
開
か
れ
ま
し
た
。
二
　
！

　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
．
’
十
四
日
夜
の
前
夜
祭
に
は
藤
田
弓
子
さ
ん
の
講
演
会
が
行
わ
れ
、
ノ

　
　
ガ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ガ

　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
・
’
市
民
会
館
ホ
ー
ル
が
超
満
員
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
二
十
五
　
ノ

　
　
ボ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
！
日
・
二
十
六
日
と
ク
ロ
ス
ー
0
で
各
種
相
談
・
展
示
・
即
売
コ
ー
　
！

　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
　
．
’
ナ
ー
や
楽
し
い
催
し
物
が
会
場
い
っ
ぱ
い
に
繰
り
広
げ
ら
れ
、
　
．
’

　
　
　
ボ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
！
三
日
間
で
一
万
二
千
人
の
市
民
が
訪
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
謹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
濯

㎜
会売、

販品用不ほのぽの福祉写真展祉機器展
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平成5年度健康づくり標語入賞者

ヘルスパイオニアタウン事業の一つとして募集した「健

康づくり標語」に242点の応募があり、次の皆さんが入賞

しました。（敬称略）

　《最優秀賞》

〈小学校下学年の部〉滝沢千晶（中条小3年）

おじいちゃんおばあちゃんさんぽをしながら体力作り

〈小学校上学年の部〉滝沢青葉（中条小6年）

健康は家族みんなの宝もの

〈中学生の部〉林順子（吉田中2年）

。：、やそう言葉の交流と心の交流

〈一般の部〉佐藤キヨ（川治内後・53歳）

趣味を持ち集う仲間と明るい老後

〈小学校下学年の部＞応募84点

■優秀賞　羽鳥麻衣子（名ケ山小3年）小川健太（東小

　2年）水落正幸（東下組小1年）

〈小学校上学年の部＞応募106点

■優秀賞　青柳恵理子（東小6年）田村梓（西小5年）

大久保彰久（東小4年〉

〈中学生の部＞応募29点

■優秀賞　久保田純（中条中2年）村山麻美（南中3年）

太田由紀恵（吉田中3年）

〈一般の部＞応募23点

■優秀賞　梧沢英男（寿町1・59歳）越村ハル（西浦町

東・75歳）

↑「ゲームコーナー」楽しみながら体力を養なう楽しいイベント

　
九
月
十
八
日
㈹
・
十
九
日
㈹
の
両
日
に
渡

り
「
木
と
く
ら
し
」
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
、

十
日
町
市
民
体
育
館
で
行
わ
れ
、
郡
市
内
か

ら
三
千
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
催
し
は
、
「
木
と
く
ら
し
」
フ
ェ
ス
テ

ヨ
バ
ル
実
行
委
員
会
と
新
潟
県
．
十
日
町
市
．

　

㎜
川
西
町
．
津
南
町
．
中
里
村
．
新
潟
県
木
材

組
合
連
合
会
が
、
木
と
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
木

造
住
宅
や
木
工
品
な
ど
の
良
さ
を
再
認
識
し

て
も
ら
お
う
と
企
画
し
た
も
の
で
、
テ
ー
マ

は
「
親
子
で
楽
し
く
”
木
と
ふ
れ
あ
い
”
」
。

訪
れ
た
人
た
ち
は
、
竹
と
ん
ぼ
や
竹
馬
作
り

を
体
験
し
た
り
、
直
径
五
十
弛
．
の
丸
太
の
早

切
り
大
会
な
ど
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
ん

だ
り
し
な
が
ら
、
木
の
あ
る
く
ら
し
の
良
さ

を
再
認
識
し
て
い
ま
し
た
。

↑
「
食
味
コ
ー
ナ
ー
」
寿
司
づ
く
り
の
実
演
と
試

　
食
に
お
お
ぜ
い
の
人
が
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た

　
　
　
蹴

↑「歯みがき指導」2日間で132人の子供たちが指

　導を受けました

→　　…幅酬獲羅罵蟹鰯議撫繋鴨
　
　
　
　
　
　
　
　
鞠
▼
箋
葉
ド
　
　
　
．
、
鼎
望
闘

「
即
売
コ
ー
ナ
ー
」
手
を
つ
な
ぐ

親
の
会
な
ど
の
手
作
り
作
品

と
野
菜
の
即
売
会

くらしを支え

9とおガ夢お　平成5年10月10日
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大学、高校、実業団の有力選手を

　　　　迎え笹山で健脚を競う

～第7回十日町長距離力rニバル～

ドライバーにマスコットを配る十実家庭クラブ員

マスコットを配り
　　　　　交通安全を願う
～十実家庭クラブとたばこ組合役員～

　
青
森
・
東
京
間
都
道
県
対
抗
駅
伝
の
選
考
会

を
兼
ね
た
第
七
回
十
日
町
長
距
離
力
ー
ニ
バ
ル

が
九
月
二
十
三
日
㈲
、
笹
山
陸
上
競
技
場
で
開

か
れ
千
二
百
人
が
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
十
日
町
市
陸
上
競
技
協
会
が

県
長
距
離
界
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
と
地
元
ジ
ュ
ニ

ア
選
手
の
強
化
を
目
的
に
開
催
し
て
七
回
目
。

今
年
は
、
県
外
か
ら
東
農
大
、
日
体
大
、
中
央

大
、
三
井
海
上
、
北
國
銀
行
、
広
島
鈴
峯
高
、

秋
田
花
輪
高
な
ど
の
有
力
選
手
が
参
加
し
、
レ

ベ
ル
の
高
い
大
会
と
な
り
、
特
に
男
子
一
万
材

最
終
組
の
2
9
分
台
の
デ
ッ
ト
ヒ
ー
ト
は
、
地
元

フ
ァ
ン
の
注
目
を
集
め
ま
し
た
。
地
元
勢
で
は

柳
信
太
郎
選
手
（
十
高
三
年
）
が
5
千
材
を
制

覇
し
、
中
学
女
子
千
五
百
層
で
樋
口
真
弓
選
手

（
水
沢
中
三
年
）
が
大
会
新
で
優
勝
を
飾
り
ま

し
た
。

　
秋
の
交
通
安
全
運
動
期
間
の
九
月
二
十
一
日

㈹
夕
方
四
時
、
十
日
町
実
業
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ

貝
十
人
と
十
日
町
た
ば
こ
販
売
協
同
組
合
の
十

五
人
は
、
手
作
り
マ
ス
コ
ッ
ト
と
タ
バ
コ
の
包

装
紙
で
作
っ
た
人
形
の
お
守
り
、
ポ
ケ
ッ
ト
灰

皿
を
国
道
2
5
3
号
の
高
山
地
内
で
ド
ラ
イ
バ

ー
に
配
り
、
交
通
安
全
を
訴
え
ま
し
た
。

　
同
校
で
は
、
学
校
創
立
以
来
、
交
通
安
全
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
、
今
年
も
同
ク
ラ

ブ
の
二
年
生
二
十
五
人
が
二
百
五
十
個
の
ひ
よ

こ
の
マ
ス
コ
ッ
ト
を
作
り
ま
し
た
。
た
ば
こ
組

合
の
皆
さ
ん
も
二
百
個
の
手
作
り
の
お
守
り
を

作
り
、
チ
ラ
シ
と
一
緒
に
「
安
全
運
転
を
お
願

い
し
ま
す
」
と
呼
び
か
け
な
が
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
て
い
ま
し
た
。

1万m最終組の白熱したレース

八
箇
小
学
校
に

　
　
　
　
　
　
　
最
新
プ
ー
ル
が
完
成

　
　
～
水
泳
強
豪
校
に
ブ
レ
ゼ
ン
ト
～

　
八
箇
小
学
校
（
上
村
圭
三
校
長
・
児
童

数
三
十
六
人
）
で
は
、
新
プ
ー
ル
が
校
舎

裏
に
完
成
し
、
九
月
十
六
日
㈲
に
プ
ー

ル
開
き
が
行
わ
れ
、
九
月
二
十
二
日
㈱

に
は
、
安
全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
プ
ー
ル
は
、
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
構

造
で
縦
二
十
五
耕
×
横
九
層
（
四
コ
ー

ス
）
。
機
械
室
・
便
所
・
シ
ャ
ワ
ー
槽
・

洗
眼
な
ど
の
附
帯
設
備
が
あ
り
、
総
工

費
約
五
千
万
円
で
完
成
し
ま
し
た
。
プ

ー
ル
の
回
り
に
児
童
が
花
を
植
え
る

な
ど
、
プ
ー
ル
の
完
成
を
心
待
ち
に

し
て
い
ま
し
た
。
同
校
は
、
市
内
小

学
校
親
善
水
泳
大
会
で
常
に
上
位
入
賞

者
を
出
す
強
豪
校
で
す
。

　
待
ち
に
待
っ
た
プ
ー
ル
開
き
で
は
、

児
童
た
ち
が
先
を
争
っ
て
プ
ー
ル
に
飛

び
込
み
、
新
プ
ー
ル
の
完
成
を
祝
い
ま

し
た
。
安
全
祈
願
祭
は
、
竹
内
教
育
委

員
長
・
生
越
教
育
長
・
庭
野
市
議
会
議

長
を
は
じ
め
関
係
者
八
十
人
が
出
席
し

て
、
水
の
事
故
が
な
い
よ
う
安
全
を
祈

り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鵬
蟄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘
灘

》
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
プ
ー
ル
は
同

　
校
で
五
校
目

▲
新
プ
ー
ル
で
泳
ぐ
児
童
た
ち

70
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69／6，

全国各地から15、000人が集まり世界平和を願う

　まとい

　纏・万灯・踊りの大パレード

　　　　　　でお国自慢を披露

～第17回生誕地まつり大池灯籠流しも幻想的に～

　
市
内
四
大
ま
つ
り
の
一
つ
、
第
十
七
回
生
誕

地
ま
つ
り
が
、
十
月
二
日
ω
・
三
日
㈲
の
両
日

開
か
れ
、
三
万
五
千
人
の
人
出
が
あ
り
ま
し
た
。

　
二
日
夜
の
大
池
の
前
夜
祭
で
は
、
灯
籠
流
し

が
行
わ
れ
、
湖
面
に
た
だ
よ
う
灯
籠
の
灯
と
百

八
十
発
の
花
火
が
織
り
な
す
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
に

二
千
人
が
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

　
翌
三
日
に
は
全
国
か
ら
一
万
五
千
人
の
信
者

が
集
ま
り
、
各
地
の
郷
土
芸
能
を
繰
り
広
げ
な

が
ら
本
町
通
り
を
纏
・
万
灯
・
踊
り
の
大
パ
レ

ー
ド
。
ク
ロ
ス
ー
0
駐
車
場
は
「
ふ
る
さ
と
交
流

広
場
」
と
な
り
、
ス
テ
ー
ジ
上
で
着
物
シ
ョ
ー

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
立
正
佼
成
会
道

場
で
「
よ
い
や
さ
ー
」
の
追
い
込
み
を
し
て
、

イ
ベ
ン
ト
の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

〈材料〉　5人分

大豆…1009、レンコン…809
コンニャク…1509、人参…中

％本、干しいたけ…中2枚￥
ごぼう…中％本￥だし昆布…20

cm、しょう油…大さじ5、砂
糖…大さじ1と％、酒…大さ

じ1．みりん…大さじ2

小原菊代さん
（査5呈』2誓8穿）

　
ご
は
ん
の
お
か
ず
に
ど
う
ぞ
！

　
家
族
の
健
康
を
第
一
に
考
え
て
作
り

ま
す
。

　
素
朴
な
味
の
中
に
も
栄
養
の
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
、
特
に
ご
は
ん
の
お
か
ず

と
し
て
、
子
供
に
も
大
人
に
も
と
て
も

喜
ば
れ
て
い
る
一
品
で
す
。

〈
作
り
方
〉
①
大
豆
は
前
日
の
夜
に
ほ

　
と
ば
す
。

②
材
料
は
、
さ
い
の
目
切
り
に
し
、
レ

　
ン
コ
ン
、
ご
ぼ
う
は
塩
水
で
ア
ク
抜

　
き
す
る
。

③
だ
し
昆
布
・
干
し
い
た
け
を
水
に
ひ

　
た
し
て
お
き
、
そ
の
も
ど
し
汁
を
利

　
用
し
て
大
豆
を
弱
火
で
煮
る
。

④
材
料
の
う
ち
レ
ン
コ
ン
、
ご
ぼ
う
、

　
コ
ン
ニ
ャ
ク
、
し
い
た
け
を
入
れ
、

　
ひ
と
煮
立
ち
し
た
ら
調
味
料
を
入
れ

　
る
。

⑤
最
後
に
人
参
、
だ
し
昆
布
を
加
え
弱

　
火
で
煮
る
。

※
弱
火
で
煮
る
の
が
コ
ツ
。
ま
た
大
豆

　
は
多
め
に
ほ
と
ば
し
、
鉄
火
み
そ
豆

　
と
し
て
料
理
す
る
と
も
う
一
品
楽
し

　
め
ま
す
。

きい登
誹》蔓

巨ART

「パワフル・ママ」

　（代表　太田祐子）

　
「
パ
ワ
フ
ル
・
マ
マ
」
は
、
楽
し
み

な
が
ら
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
を
続
け
て
い

る
、
会
員
七
人
の
女
性
の
集
ま
り
で
す
。

会
の
名
前
の
由
来
は
、
元
気
よ
く
活
発

に
や
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
パ
ワ
フ
ル

と
つ
け
ま
し
た
。

　
生
協
の
役
員
を
や
っ
て
い
て
、
東
京

や
静
岡
な
ど
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
先
進
地

を
見
て
来
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
わ
た
し

た
ち
の
ご
み
に
対
す
る
意
識
が
低
い
な

あ
と
思
い
、
何
と
か
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
ね
と
友
達
に
呼
び
か
け
た
の
が
会

の
始
ま
り
で
、
昨
年
か
ら
活
動
を
始
め

ま
し
た
。

　
押
し
入
れ
や
タ
ン
ス
の
中
で
使
わ
れ

な
く
な
っ
た
物
が
も
っ
た
い
な
い
と
思

い
、
昨
年
十
一
月
に
不
用
品
販
売
の
ガ

レ
ー
ジ
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
今
年
の
夏
か
ら
、
自
分
の
飲
ん
だ

空
き
缶
く
ら
い
は
き
ち
ん
と
責
任
を
持

ち
、
限
り
有
る
資
源
を
む
だ
に
し
た
く

空き缶つぶしに汗を流すパワフル・ママ

な
い
と
、
空
き
缶
回
収
を
始
め
ま
し
た
。

近
所
や
友
達
、
小
売
店
に
呼
び
か
け
空

き
缶
を
集
め
て
い
た
だ
き
、
毎
月
第
一

土
曜
日
に
回
収
に
行
き
、
空
き
缶
を
つ

ぶ
し
て
い
ま
す
。

　
集
め
た
古
紙
や
空
き
缶
よ
り
も
原
材

料
の
方
が
安
く
、
せ
っ
か
く
集
め
て
ゐ

使
用
さ
れ
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま

す
。
自
動
販
売
機
の
横
に
空
き
缶
つ
ぶ

し
機
を
置
く
、
缶
を
小
売
店
へ
持
っ
て

い
け
ば
お
金
が
も
ら
え
る
、
製
品
に
回

収
し
た
缶
の
使
用
割
合
を
義
務
付
け
る

な
ど
、
消
費
者
が
メ
ー
カ
ー
に
要
望
し
、

目
を
光
ら
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
、

　
パ
ワ
フ
ル
・
マ
マ
で
は
、
二
回
目
の

ガ
レ
ー
ジ
シ
ョ
ッ
プ
を
十
一
月
十
三
日

dD

・
十
四
日
㈲
の
両
日
、
川
治
内
後
で

行
い
ま
す
の
で
、
興
味
あ
る
方
は
是
非

来
て
く
だ
さ
い
。
太
田
祐
子
（
智
5
7
i

1
8
4
2
）
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。
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金

澤
浩
樹
さ
ん

（
㈲
＋
駄
課
㌍
舞

團春東京？コンピュータ獺学校を卒業しま
　した。バフルの崩壊で就職状況が悪化する中、

リゾート開発などで将来性、先進性が期待される

十日町での就職を希望し、この会社に入社して6

か月が経ちました。

麟　か月間、会社での研修を受けた後、当社がシ

　ステム開発している東京の大手都市銀行証券

業務室で、オペレータの仕事をしています。

團　人の先輩のもと、なごやかに仕事をしており

　ますが、トラブルが発生すると影響が大きい

ため、適度な緊張感もあります。2～3年は、東

京での仕事が中心で、月に2回会社に報告などで

帰ります。都会と比べ風のそよぎや虫の音など自

然を体感できる＋日町は良い所だと思います．最

近は、街の雰囲気も明るくなり、高速道のインタ・

一が出来れば、人の行き来が増え、十日町の良さ

がアピールできると思います。

灘　
　
購

　
　
　
　
羅

　
　
　
　
　
懇

　
　
　
　
　
　
難

　
　
　
　
　
　
　
　
難

　
　
　
　
　
　
　
　
　
懸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
撫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雛

明
日
の
十
日
町
を
担
う
若
者
登
場
コ
ー

ナ
ー
で
す
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
登
場
す

る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
個
人
・
会

社
の
推
せ
ん
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

　
　
■
連
絡
先
　
総
務
課
文
書
広
報
係

小

（
南
雲
土
麟
講
●
2
・
歳
）

　
　
　
さ
い

山
宰
　
子
さ
ん

圏　社は、母の勧めで知り今年の4月に入社しま

　した。長岡の短大ヘバスやJ　R線に乗って、

家から通いました。都会に生活する友達から、独

り暮らしは寂しい、泣きたくなることもあるなど

の話を聞きますし、自分も家族と一緒にのんびり

と暮らしたいと考えていましたので、地元に就職

できてほんとうに良かったと思います。

圏事は・技術屋さんの補助事務で図面の色塗

　りや写真の整理、コピーなどです。職場は皆

さん親切で、雰囲気にもようやく慣れてきました。

最近、工事現場にも連れていってもらい＼将来現

場での仕事もと期待をしています。

腰　日町は、いつでも自然の中に身をおくこと，が

　できる、静かで住み良いところだと思います。

でも、休日のウィンドショッピングのときなど、

若い人が少ないなあ～と感じます。もっと人が集

まるにぎわいのある街になって欲しいと思います。

に
高
校
を
卒
業
し
、

い
た
二
番
目
の
兄
の

の
機
屋
に
就
職
し
ま

い
で
昭
和
二
十
八
年

　
か
す
り

、
緋
の
商
売
を
始
め

十
日
町
は
、
若
者
や

い
て
、
活
気
で
あ
ふ

今
の
街
の
雰
囲
気
が

魑
験
謁

岬
N

0西

　
　
わ
た
し
の
ふ
る
や

隣
り
大
島
町
で
す
。

村
地
帯
で
、
海
ま
’

　
に
は
大
牧
温
泉
が
↓

農
業
と
配
置
薬
璽

　
し
た
。

　
　
庄
川
が
家
の
裏
イ

　
を
し
た
り
泳
い
だ
h

　
カ
を
割
っ
た
り
し
’

学
校
三
年
の
と
き
、

ち
に
養
子
に
行
き
・

　
の
と
き
、
配
給
の
＾

　
て
か
わ
い
そ
う
だ
・

　
戻
さ
れ
、
高
校
も
山

校
し
ま
し
た
。

　
　
昭
和
二
十
三
年
』

　
配
置
薬
を
売
っ
て

　
紹
介
で
、
塩
沢
町
一

　
し
た
。
先
輩
の
誘

　
に
十
日
町
に
来
て
、

　
ま
し
た
。
当
時
り

女
性
が
お
お
ぜ
い

　
れ
ん
ば
か
り
で
、
・

ナも島画

鍵
，
＜
弛

疑
県
爵

　
　
轟
）

騨鼻

　ひ梨県

手
に
あ
っ
て
魚
採
り

り
、
河
川
敷
で
ス
イ

て
遊
び
ま
し
た
。
小

、
京
都
の
お
じ
さ
ん

ま
し
た
。
高
校
一
年

食
料
で
は
腹
が
減
っ

と
、
富
山
の
実
家
へ

高
岡
工
芸
高
校
に
転

さ
と
は
、
高
岡
市
の

。
庄
川
が
流
れ
る
農

で
三
十
分
位
、
上
流

あ
り
ま
す
。
実
家
は

商
い
を
や
っ
て
い
ま

さ
み
し
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。
実
家
が
海

に
近
か
っ
た
の
で
、
浜
へ
船
が
上
が
る

と
生
き
た
魚
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
た

の
に
、
新
潟
へ
来
た
ら
魚
の
干
物
し
か

食
べ
れ
な
く
て
、
「
何
ん
に
も
な
い
と
こ

ろ
だ
な
あ
」
と
思
い
ま
し
た
。

　
富
山
も
け
っ
こ
う
雪
が
降
り
、
雪
が

い
や
だ
と
い
う
感
じ
は
持
ち
ま
せ
ん
で

し
た
。
昭
和
二
十
年
の
大
雪
で
は
、
十

日
町
と
同
じ
く
ら
い
降
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。
、
こ
こ
十
日

町
に
住
ん
で
四
十
年
目
と
な
り
、
十
日

町
が
本
当
の
ふ
る
さ
と
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

馬渕　 登さん

　（学校町2・63歳）

富山県

射水郡大島町

ブ2
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⑯飛渡保育園

　　ゆう　き
馬場雄基くん

　（5歳）

ユンボにおとうさんが乗っている

ところをかいたんだ。うしろにブ

ルドーザーもついているんだ。

難
響

灘
．

灘

　
鑛

灘
・

　　ち　か　こ
野上智香子ちゃん

　　（6歳）

近所のおねえさんが、ウサギとネ

コと楽しく遊んでいるの。まっか

なお花が、とてもきれいなの。

話しッスン
　　　　　⑦
　樋ロ潤子
　（十日町市教育委員会）

イポ

、

臓
欝

Wi”you　take　a　picture　of　me？

“写真を撮ってくれませんか”

　行楽のシーズンですね。出かけた先でよく聞かれる

表現についてワンポイント。

A：①What’sthatbu”ding？（あの建て物は何という

　のですか。）

B二〇h，that’sNext21．（ああ、あれはネクスト21

　です。）

A二②Wi”you③take　a　picture　of　me　here？（ここ

　で写真を撮ってくれませんか。）

B二④Sure．Stand　there．Say“cheese“．（いい

　ですよ。そこに立ってください。はい、「チーズ。」）

A二Thank　you．⑤Sha”we　go　inside？（どうも。中

　に入ってみましょう・か。）

B二⑥Why　not？（そうですね。）

　①の文末は下げて言いましょう。②は、「～してくれ

　ませんか」という言い方です。③「写真を撮る」は

　動詞take（テイク）を使います。④は、「喜んで～し

　ますよ」という感じが出ます。「シュア」または「シ

　ョア」と発音します。⑥のwhy　notは、④のsureと

　似た意味あいです。英語では同じ単語を連用するの

　を避ける傾向がありますので、同義語をいくつか一

　緒に覚えて使いこなすと差がつきますよ。

　

傅
㌧
璽

村
山
タ
マ

　
子
供
ん
こ
ろ
の
遊
び
は
、
な
ん
ご
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
っ

あ
や
振
っ
た
り
地
面
に
穴
を
掘
っ
て
銀

ち
ょ杏

を
ち
っ
と
離
れ
た
所
か
ら
投
げ
た
り

し
て
遊
ん
だ
っ
け
て
え
。
ど
こ
ん
し
ょ

も
百
姓
に
追
わ
れ
て
手
伝
い
も
し
た
て
。

　
お
ら
は
四
年
生
ま
で
伊
達
の
今
泉
小

学
校
へ
通
っ
て
、
五
・
六
年
と
土
市
の

学
校
へ
行
っ
た
て
え
。
卒
業
さ
し
て
も

ら
っ
て
か
ら
十
日
町
の
機
屋
へ
い
っ
た

ん
の
。
ざ
ぐ
り
そ
っ
て
糸
を
と
ん
ぼ
に

か
け
ら
ん
が
初
め
て
の
仕
事
だ
っ
け
て
。

そ
の
後
く
だ
ま
き
し
て
、
機
の
と
こ
ろ

へ
い
っ
て
手
織
り
を
お
ぼ
え
た
ん
そ
。

二
十
二
の
時
に
隣
村
の
大
黒
沢
か
ら
嫁

に
来
た
て
の
。
百
姓
仕
事
と
手
織
り
を

し
て
七
人
子
供
を
も
う
け
た
て
。
ど
ん

さ
ん

（
伊
達
四
・
8
5
歳
）

◎

子
も
今
で
も
ピ
ン
ピ
ン
し
て
ら
ん
で
す

て
。　

六
十
二
の
と
き
、
じ
い
ち
ゃ
ん
と
一

緒
に
今
泉
老
人
ク
ラ
ブ
に
い
れ
て
も
ら

っ
た
ん
だ
て
。
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
は
好
み

じ
ゃ
な
く
て
だ
め
だ
の
。
だ
ど
も
、
安

寿
様
や
観
音
様
の
草
取
り
や
慰
安
旅
行

が
楽
し
み
だ
の
お
。
じ
い
ち
ゃ
ん
を
月

に
一
回
病
院
に
連
れ
て
行
か
ん
の
。
お

ら
は
体
が
丈
夫
で
か
ぜ
も
ひ
か
ね
や
ん

だ
て
。

　
い
ま
は
そ
、
山
田
の
原
は
若
手
し
ょ

が
行
っ
て
し
て
く
れ
ら
ん
で
、
（
飯
山
線

沿
い
の
）
原
の
畑
へ
草
取
り
に
行
か
ん

　
　
　
　
　
　
　
せ
っ
つ
え
も
ん

だ
て
。
あ
の
し
ょ
が
野
菜
物
を
作
っ
て

く
い
て
ら
ん
で
、
何
で
も
で
き
が
よ
く

て
そ
、
有
難
い
こ
っ
た
の
お
。
ほ
場
整

備
し
て
田
っ
ぽ
が
で
つ
か
く
な
っ
て
そ
、

あ
の
し
ょ
に
だ
ま
っ
て
田
っ
ぽ
を
回
っ

て
み
た
り
し
て
ら
ん
だ
て
。

　
ち
っ
ち
え
ど
き
は
仕
事
に
追
わ
れ
て

た
ん
だ
ど
も
、
今
は
か
あ
ち
ゃ
ん
が
ご

っ
つ
お
を
作
っ
て
く
れ
ら
ん
で
、
あ
っ

ち
こ
っ
ち
さ
わ
い
で
あ
い
て
ら
ん
そ
。

楽
し
い
事
を
見
た
り
聞
い
た
り
で
き
る

す
け
え
長
生
き
し
て
よ
か
っ
た
の
。

ブ3と6‘ガ詐「3’平成5年9月10日



濾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
坐
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ヤ

蕪難雛嶽

竪鑑ち雛＊灘
　　　　　＊踊Ω

％轟
　　　　争　　　　凌　　　　昨　　　　榔　　　　疹　　凸噂㊥　卑

報
　
　
坂

　
辱
の
寺
会

　
　欝

懸
欝

勧聾

罐

　　　織箆＼＼＼

お埠3いで、1おでかけくだ｛篤ソ

　　轟藩

館　館

噂雑
座

沸
新

　　　　　：六箇地区公民館
　　　　　　（六箇小学校、羽根川荘）

　　　　　ヒ　　　　　ク　　　ラ

　　　　　内容。課19蹟灘瓢、書

　　　　　　＊．．ザー織腰聡ん．

　　　　　　　華殿麓喬麟雇箇小

　　　　　　　　∠

　　　下条駆　軸
　　　公民館　　《簾

鯨　歯

弗　嵩　蛮　　　　　盛鱈　宙、

　魅　　　　唱　㌔　む暫
舘牲　　　　　　癬　亀　帝

　，　齢　、　　　　略

　
㌔

＼
、



、

彰表
〉

会
講

肉
加
月

量
9

十日町市体育
　く平成4年10月～5年

　10月10日（体育の日）第23回十日町市体育協会体育祭が行わ

れ、席上次の方に体育功労者賞、優秀指導者賞、最優秀競技者

賞、優秀競技者賞、奨励者賞がそれぞれ贈られま，した。

　受賞者の皆さん、おめでとうございます。

藤　田　　　純　（1鋤 柔　　　道

十日町タラブバスケットボール バスヶットボール

十日町クラブソフトテニス ソフトテニス

十日町クラブバレーボール バレーボール

十日町チーム軟式野球 野　　　球

十　日　町　S　S 水　　　泳

十日町高校女子空手道部 空　手　道

十日町高校男子空手道部 〃

十日町高校男子陸上競技部 陸　　　上

十日町高校女子陸上競技部 〃

奨　　励　　者　』賞

児玉春美（1助 ス　キ　ー

池　田　幸　子　（1紛 〃

青▼柳　俊　充（11） 空　手　道

山　口　由　明　（1紛 〃

入　田　　　生　（11） 〃

武　田　康　秀　（m 〃

細　貝　英　利　（11） 相　　　撲

池　田　　　優　（11） 〃

徳　永　　　洋　（10） 〃

徳　永　郁　美　（m ス　キ　ー

井　沢　　　有　（11） 水　　　泳

樋　口　真　弓　（m 陸　　　上

近　藤義　男　（⑳ 〃

小　川　勝　雄　（紛 〃

宮　内　　　均　（1⑤ ス　キ　ー

十日町空手道協会小学校十日町Aチーム 空　手　道

水沢中学校水泳部 水　　　泳

十日町高校野球部 野　　　球

十　　日　　町　　A 相　　　撲

後期の学校開放を
　　　　　　　受け付けます

　小・中学校の体育施設を学校教育に

支障のない範囲で開放します。

■利用できる人　市内に在住または勤

　務する人が、10人以上で構成する責

　任者が明確な団体

隅開放校　小学校…21校（分校含む）

　中学校…6校
■申し込み　11月8日（月）までに所定の

　用紙で総合体育館へ。

最優秀競技者賞（敬称略）
小　林　雅　幸　（19 陸 上

田　川　　　茂　（1の 〃

大　渕　　　隆　㈲ 野 球

大　嶋　次　郎　⑬ ス キ 一

阿・部　淑　恵　㈲ 〃

滝沢甲子夫　Gの 〃

佐　藤　成　展　（m 〃

庭野ひろみ　（1鋤 〃

山　田　吉　彦（1の 〃

小　林裕　史（1の 〃

吉　田　利　恵　（1の 〃

春　日　　　寿　（1励 〃

佐藤めぐみ　（瑚 〃

柳　　真理子　（1⑤ 〃

野　上　辰　巳　（1① 〃

斎　木　裕　志　（⑳ 〃

十日町高校男子リレーチーム ス キ 一
十日町高校女子リレーチーム 〃

優秀競技者賞
村山トミ子　⑯ ソフトテニス

高　橋　佑　子　㈲ 〃

山　田　綾　子　⑳ 〃

柳　　　直　子　⑯ 〃

野　上　悦　子　⑫の 〃

卜可　　音5　　　　　～登　　（43〉 テ 二 ス

福　田　廣　行　㈲ 卓 球

西　野　弘　幸　㈲ 空　手　道

山　崎　哲　嗣　⑳ 〃

田　村　　　亘　（1の 〃

古　畑　豊　和　㈱ 相 撲

山　崎　六　郎　⑬ 水
、　、

泳

村山美千代　GO） 〃

金　沢　栄　一　⑯ 〃

浅　野　哲　司　⑯ 〃

長　津　　　茂　㈲ 〃

村　山　貴　樹　⑳ 〃

楯　沢　芳　隆　Gの 〃

山　口　理　香　（⑳ 〃

柳　　信太郎　（1の 陸 上

小宮山亜紀　（1① 〃

保　坂　祐　介　（m 〃

書lI欄け

〔体育功労者賞〕

　　　　　　　　　中

罎羅撚難　　　　町道

　懸・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

　　轟、　　52　ん
　　磯　　　塵

◆柔道会の中心的立場で地域の柔道

　振興に貢献。

湯
沢
謙
一
さ
ん

剣
友
会

　
（
学
校
町
一
・
5
3
歳
）

◆剣友会の中心的立場で地域の剣道

振興に貢献。

　　　　　　　≧繊．㌔　　　　・　　　　　　　　●

◆スキー協会の中心的立場で地域の

　スキー振興に貢献。

〔優秀指導者賞〕

　　　　　　　　　　　　　田
　　　　　　　　　　騒季村
　　　　　　　　　　　西

　　　　　　　　　　　歳
　　　　　　　　　　　）

◆スキー協会の中心的立場で地元中

学生の体育活動振興に貢献。

ブ5とお．ガ詐お　平成5年10月10日
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移
動
年
金
相
談
所

　
　
　
　
　
　
　
を
開
設

　
市
で
は
、
六
日
町
社
会
保
険
事
務
所

の
協
力
を
得
て
「
移
動
年
金
相
談
所
」

を
開
き
ま
す
。
納
め
忘
れ
た
保
険
料
も

そ
こ
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、

や
む
を
得
ず
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
い

相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、

国
民
年
金
に
つ
い
て
知
り
た
い
こ
と
、

わ
か
ら
な
い
こ
と
な
ど
何
で
も
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

■
と
　
　
き

　
▼
1
0
月
1
9
日
㈹
…
下
条
地
区
公
民
館

　
▼
1
0
月
2
0
日
㈱
…
水
沢
地
区
公
民
館

　
▼
1
0
月
2
1
日
㈲
…
市
役
所

　
時
間
…
午
前
1
0
時
3
0
分
～
午
後
3
時

■
相
談
員
　
六
日
町
社
会
保
険
事
務
所

　
と
市
年
金
係
職
員

■
問
い
合
わ
せ
　
市
民
課
年
金
係
（
盈

　
内
線
幽
・
幽
）
へ
。

ク
ロ
ス
ー
0
駐
車
場

　
　
冬
期
の
駐
車
を
受
付

■
期
　
間
　
1
2
月
n
日
d
b
～
来
年
3
月

10

日
㈲
。
た
だ
し
、
降
雪
等
の
状
況

　
で
申
し
出
に
よ
り
3
月
2
0
日
こ
ろ
ま

　
で
駐
車
で
き
ま
す
。
な
お
、
来
年
2

月
1
8
日
～
2
0
日
ま
で
雪
ま
つ
り
の
た

　
め
駐
車
で
き
ま
せ
ん
。

■
料
　
金
　
2
5
、
0
0
0
円
前
納

　
（
税
・
印
紙
代
別
）

■
受
付
台
数
　
1
0
0
台
（
申
込
順
）

■
申
し
込
み
期
間
n
月
－
日
㈲
か
ら
。

■
申
し
込
み
　
ク
ロ
ス
ー
0
（
本
町
6
1

　
1
費
5
7
1
2
3
2
3
）
へ
。
電
話
の

受
け
付
け
も
い
た
し
ま
す
。

魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

　
生
徒
募
集
（
6
年
度
）

■
募
集
訓
練
科
…
定
員

建
築
科
…
…
2
5
名

左
官
科
…
…
2
0
名

■
応
募
資
格
　
①
中
学
校
ま
た
は
高
等

学
校
卒
業
以
上
（
来
年
3
月
卒
業
予

定
者
を
含
む
）
②
お
お
む
ね
3
0
歳
以

　
下

■
訓
練
期
間
　
2
年

ロ
受
付
期
問
　
1
1
月
8
日
㈲
ま
で
。

■
問
い
合
わ
せ
　
県
立
魚
沼
テ
ク
ノ
ス

　
ク
ー
ル
（
堀
之
内
町
盈
0
2
5
7
9

　
1
4
1
2
4
1
0
）
へ
。

母
子
休
養
ホ
ー
ム

「
し
ら
ゆ
り
荘
」
へ
ど
う
ぞ

　
母
子
家
庭
や
寡
婦
の
方
が
、
低
額
な

料
金
で
利
用
で
き
ま
す
。
母
子
家
庭
等

が
確
認
で
き
る
も
の
を
持
参
く
だ
さ
い
。

■
と
こ
ろ
　
南
魚
沼
郡
六
日
町
小
栗
山

　
盈
0
2
5
7
－
72
－
2
0
9
0

■
利
用
料
金
（
1
泊
2
食
税
込
）

　
▼
母
子
等
…
4
、
4
8
5
円

　
▼
一
　
般
…
7
、
0
5
9
円

　
※
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
送
迎
も
ご
相
談

　
く
だ
さ
い
。

竃きオリジナルイ

　30万枚

1き替え）11月4日㊧◆

枚41円　　　　◆

防火の輪…つなげて広げてなくす火事

　　　〈焼死者の9割が住宅火災から〉

　火災でお年寄りが死亡する割合は、若い人に比べて非常に

高くなっています。次の事を守ったり設置したりして、火災

からお年寄りを守りましょう。そして、地域ぐるみで避難の

協力体制を確立しましょう。

〉住宅用スプリンクラー、簡易自動消火装置を設置する。

〉カーテン、じゅうたん、寝衣、布団、シーツ等に防炎製品

　を使う。

〉火災時に備え、家族、自治会、町内会等が一体となって日

　ごろから避難、救出などの訓練を行う。

〈お年寄り世帯を対象に住宅防火診断を実施〉

　消防署では、住宅火災で死亡する可能性の高い寝たきりや

一人暮らしのお年寄り世帯を対象に、防火診断を実施します

ので、ご協力をお願いします。

一第3回消防広場一
◆と　き　10月17日（日〉午前10時～午後3時

　　　　（雨天の場合は24日（日））

◆ところ　中里村総合センター駐車場

◆内　容　体験コーナー（ちびっこレスキュ

ー体験、濃煙体験、ばしご車試乗体験）ミ

ニ消防車運転、消火訓練、住宅防火コーナ

ー
、

紙芝居、わたあめコーナー等。
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新
潟
県
農
業
大
学
校

　
　
学
生
募
集
（
6
年
度
）

■
募
集
人
員
　
▼
総
合
農
業
科
…
2
5
人

程
度
▼
蚕
業
科
…
若
干
名
▼
園
芸
科

…
2
5
人
程
度
▼
畜
産
科
…
1
5
人
程
度

■
修
業
年
限
　
2
年

■
応
募
資
格
　
高
等
学
校
卒
業
者
（
来

年
3
月
卒
業
見
込
み
含
む
）
ま
た
は

　
こ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
り
、

　
お
お
む
ね
2
5
歳
以
下
の
人

■
試
験
日
　
推
薦
入
校
…
n
月
2
2
日
㈲

　
一
般
入
校
…
来
年
1
月
2
1
日
働

■
試
験
場
所
　
新
潟
県
農
業
大
学
校

■
試
験
科
目
　
▼
推
薦
入
校
…
作
文
・

面
接
　
▼
一
般
入
校
…
国
語
1
・
数

学
1
・
理
科
1
・
面
接

■
受
付
期
間
　
▼
推
薦
入
校
　
1
0
月
2
5

　
日
～
1
1
月
5
日
ま
で
。
▼
一
般
入
校

　
…
1
2
月
2
0
日
～
来
年
1
月
7
日
ま
で
。

■
問
い
合
わ
せ
　
新
潟
県
農
業
大
学
校

　
（
巻
町
費
0
2
5
6
－
7

2
1
3
1
4

1
）
へ
。

秋
の
自
然
と
み
れ
あ
う

　
　
　
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム

　
い
つ
も
自
然
の
中
に
い
る
よ
う
で
、

自
然
と
ふ
れ
あ
う
チ
ャ
ン
ス
は
あ
ま
り

な
い
こ
の
ご
ろ
で
す
。
ラ
イ
オ
ン
ズ
の

森
で
い
つ
も
と
ち
が
う
自
然
を
感
じ
て

み
ま
せ
ん
か
。

■
と
　
き
　
1
0
月
2
4
日
㈲

　
　
　
　
　
午
前
1
0
時
～
正
午

■
と
こ
ろ
　
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
森

■
指
導
員
　
植
木
茂
男
氏
（
新
潟
市
ネ

イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
の
会
）

■
定
　
員
　
7
0
名
（
親
子
で
ど
う
ぞ
）

■
費
　
用
　
一
人
5
0
0
円
（
5
歳
以

　
上
の
子
供
か
ら
。
保
険
料
を
含
む
）

■
申
し
込
み
　
1
0
月
2
0
日
㈱
ま
で
に
十

日
町
地
域
健
康
開
発
研
究
会
事
務
局

　
（
労
働
衛
生
医
学
協
会
十
日
町
検
診

　
セ
ン
タ
ー
内
盈
52
1
6
1
9
6
）
へ
。

シ
ル
バ
ー
体
操

　
　
　
　
指
導
者
講
習
会

　
こ
れ
か
ら
の
高
齢
化
社
会
に
向
け
て
、

シ
ル
バ
ー
世
代
が
も
っ
と
輝
く
た
め
に
、

日
ご
ろ
か
ら
健
康
づ
く
り
に
携
わ
っ
て

い
る
指
導
者
を
対
象
に
開
き
ま
す
。

■
と
　
き
　
1
1
月
2
1
日
㈲

　
　
　
　
　
午
前
1
0
時
～
午
後
3
時

■
と
こ
ろ
　
エ
リ
ア
・
ド
ウ
21

■
講
師
倉
井
陽
子
氏
（
シ
ル
バ
ー

体
操
研
究
家
）

■
定
　
員
　
4
0
名
（
先
着
順
）

■
参
加
費
　
5
、
0
0
0
円
（
研
究
会

　
会
員
事
業
所
4
、
0
0
0
円
）

■
申
し
込
み
　
十
日
町
地
域
健
康
開
発

　
研
究
会
事
務
局
へ
。

中
条
病
院

　
　
9
3
精
神
科
文
化
祭

■
と
　
き
　
1
0
月
2
4
日
㈲

　
　
　
　
午
前
1
0
時
～
午
後
3
時

■
と
こ
ろ
　
中
条
病
院

■
催
し
物
　
◆
飲
食
バ
ザ
ー
◆
展
示
・

手
芸
工
芸
品
即
売
◆
リ
サ
イ
ク
ル
品

販
売
◆
手
品
（
ユ
ー
モ
ア
ク
ラ
ブ
）

他
◆
も
ち
つ
き

■
問
い
合
わ
せ
　
中
条
病
院
（
盈
5
7
1

4
3
5
7
）
へ
。

忌
野
清
志
郎
8

　
　
ニ
じ
　
　
サ
ン
ズ

　
　
2
・
3
コ
ン
サ
ー
ト

■
と
　
き
　
1
0
月
2
4
日
㈲

開
場
：
午
後
6
時

開
演
：
午
後
6
時
3
0
分

■
料
　
金
　
全
席
…
4
、
6
3
5
円

■
問
い
合
わ
せ
　
六
日
町
文
化
会
館

　
（
暦
0
2
5
7
－
73
－
5
5
0
0
）
へ
。

■

と酒
き…！
　目

■
と
こ
ろ

■
申
し
込
み

ー
2
4
0
0
）

課
保
健
衛
生
係

約
し
て
く
だ
さ
い
。

心
の

■
と
　
　
き

■　■

担と
　こ
当ろ

の
懇
談
会

10
月
2
2
日
㈹

午
後
－
時
3
0
分
～
3
時

＋
日
町
保
健
所

　
十
日
町
保
健
所
（
盈
5
7

　
　
ま
た
は
、
保
健
衛
生

　
　
（
盈
内
線
鵬
）
へ
予

■
申
し
込
み

保
健
衛
生
課
保
健
衛
生
係
へ
。

健
康
相
談

10
月
2
7
日
㈹

午
後
1
時
3
0
分
～
3
時

＋
日
町
保
健
所

山
下
医
師
（
中
条
病
院
）

　
十
日
町
保
健
所
ま
た
は

亟訥交通安全キャンペーン

■明るい服装、早めのライトを心がけましょう。

　夕暮れは交通事故が多発する時間帯です。

歩行者は明るい服装を、

に努めましょっ。　　光る色っけて安心夜の道

9月中の交通事故発生状況（）は累計

撫　町　村 発生件数 負傷者数 死者数

十日町市
平成5年 12（118） 12（125） 1（5）

平成4年 17（135） 19（156） 1（3）

川西町
津南町
中里村

平成5年 11（79） 12（100） 0（4）

平成4年 10（84） 11（99） 0（0）

計
平成5年 23（197） 24（225） 1（9）

平成4年 27（219） 30（255） 1（3）

　　　　　無理な右折横断で

　、鳶　　　　　　　死亡事故
　’咳
　　鳶
　　　　　9月14日（幻午前7時30分ごろ、

　　　　高田町6地内の県道上で、54歳

の男性が運転する2トントラックが右折

横断しようとし、直進中の40歳の男性が

運転するバイクと激突、バイクの男性が

外傷性ショックにより死亡しました。

　11月1日現在で、全国いっせいに土地基

本調査世帯調査が行われます。この調査は、

全国の約60万世帯を対象に、土地の所有状

況やその利用状況などを調査するもので、

その結果は、我が国の宅地開発計画や土地

利用計画などの土地政策を的確に実施する

ための基礎資科として利用されます。皆さ

んのご理解とご協力をお願いします。

■問い合わせ　総務課文書広報係（盈内線

　305）へ。

　
　
っ
㌧

う
オ

　
　
し

と薗
ま

カ
　
、

り
し

　
　
ざ

あ
ご

住宅統計調査へご協力ありがとうござ

いました。

調査結果は、住宅政策の基礎資料とし

て役立たせます。

　「豊かさは住みよい環境住まいから』

¢住宅統計調査

　　　総務庁統計局十日町市
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軽

翻癒
灘
難
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懇
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灘
懸
籔

S●
1
芋
十
三
夜
　
　
　
（
市
史
編
さ
ん
室
）

　
今
年
の
十
五
夜
が
九
月
三
十
日
で

あ
っ
た
の
に
対
し
、
十
三
夜
は
十
月

二
十
七
日
に
な
っ
て
い
る
。

　
昔
か
ら
「
片
月
見
を
す
る
な
」
と

言
わ
れ
て
き
た
が
、
こ
れ
は
旧
暦
八

月
十
五
日
の
十
五
夜
に
月
見
を
し
た

ら
、
次
に
く
る
旧
暦
九
月
十
三
日
の

十
三
夜
に
も
必
ず
月
見
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

　
か
つ
て
は
魚
沼
の
各
地
で
、
十
三

夜
の
メ
イ
ゲ
ツ
（
年
中
行
事
）
が
き

ち
ん
と
行
わ
れ
て
い
た
も
の
だ
が
、

今
で
は
も
う
全
く
と
い
っ
て
よ
い
ほ

ど
み
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
十
三
夜
の
こ
と
を
十
日
町
地
方
で

は
、
「
芋
十
三
夜
」
（
関
根
・
池
之
平
）

と
か
「
芋
の
年
取
り
」
（
高
山
・
安
養

寺
）
な
ど
と
呼
ん
で
お
り
、
こ
の
夜

は
里
芋
と
里
芋
の
ご
ち
そ
う
を
月
に

供
え
て
い
る
。
岩
野
や
峠
で
は
芋
ボ

タ
モ
チ
を
作
っ
て
お
り
、
樽
沢
や
鉢

で
は
里
芋
汁
を
し
て
祝
っ
て
い
る
。

　
芋
の
年
取
り
の
日
が
里
芋
の
初
食

（
高
山
）
だ
と
い
っ
て
い
る
よ
う
に
、

十
三
夜
前
は
芋
を
掘
ら
な
い
こ
と
に

し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
十
三
夜

が
済
め
ば
芋
は
急
速
に
大
き
く
な
る

か
ら
だ
（
東
枯
木
又
・
峠
）
と
い
っ

て
い
る
が
、
あ
る
い
は
信
仰
的
な
意

味
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。

　
十
五
夜
の
名
月
観
賞
の
風
習
は
中

国
か
ら
渡
来
し
て
き
た
も
の
だ
が
、

十
三
夜
の
行
事
は
中
国
に
は
見
ら
れ

な
い
。
芋
を
代
表
と
す
る
秋
の
実
り

を
農
神
で
あ
る
月
に
供
え
て
祝
う
メ

イ
ゲ
ツ
は
、
わ
が
国
独
自
の
収
穫
祭

で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
し
、
さ

ら
に
遠
い
昔
、
芋
類
が
稲
作
以
前
に

お
け
る
大
切
な
食
料
で
あ
っ
た
こ
と

の
名
残
り
を
示
し
た
も
の
で
あ
っ
た

の
か
も
し
れ
な
い
。

　　寵懸

十三夜のメイゲツに食された里芋

灘

　　　　　　　　　織　　　　　　　灘　　　　嬢　　環響

家のまわりの草花を使って

護つ

・
ろ

　理科センターの研修会で小学

校低学年の先生方が作った「秋

の作品」から4点紹介します。

皆さんも秋の野山で「秋の芸術」

作りに挑戦してみませんか。

犬…胴体はチカラシバ、しっぽ

　　はエノコログサです。

熱帯魚…ササの葉を編みました。

　　目があると最高ですね。

うちわ…エノコログサを使って

　　ゾウリをめざしたのです。

ふくろう…ススキを使いました。

　　目はオオハンゴンソウです。

　動物ふれあいフェスティバルが9月

26日（日）、クロス10駐車場で行われまし

た。動物愛護週間の一つとして、広く

市民に命の尊とさを広めようと、動物

愛護協会十日町支部（庭野好一支部長）

など4団体が主催したもの。動物愛護
と交通安全を呼びかけながらのパレー

ドや警察犬模範演技、ポニーの乗馬体

験などの催しを訪れた3千人は楽しん
でいました。

　
　
　
）
6
）
）

　
　
　
舖
　
　
2
9

　
　
　
十
十
帯

　
　
　
銘

き
臨
翻

動
鍛
搬

の
薦
叢

転　　
　
□
男
女

　
　
　
人

　
　
　
願

（繭爲毘辛3）纏2，676■世帯数

繍
編
集
後
記
鰯

▼
今
年
は
例
年
に
な
い
冷
夏
、
長
雨
、

台
風
な
ど
異
常
気
象
の
影
響
で
農
作
物

に
大
き
な
被
害
が
出
て
い
ま
す
。

　
特
に
水
稲
は
著
し
い
不
良
の
地
域
が

全
国
的
に
広
が
っ
て
お
り
「
コ
メ
」
不

足
の
心
配
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
農
家
に
と
っ
て
は
、
春
か
ら
丹
精
こ

め
豊
作
を
祈
り
な
が
ら
汗
を
流
さ
れ
て

こ
ら
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
自
然
現

象
と
は
い
え
、
や
は
り
収
穫
の
秋
は
、

心
は
軽
く
、
稲
穂
は
重
く
で
あ
っ
て
ほ

し
い
と
願
う
㊥
で
す
。

▼
十
月
に
入
り
急
に
日
の
暮
れ
が
早
ま

り
、
ま
た
人
の
服
装
も
黒
色
の
物
が
目

立
っ
て
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
運
転

者
の
皆
さ
ん
、
早
目
の
ラ
イ
ト
で
安
全

運
転
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。
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